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今後のイベント予定（令和４年１月～３月）

会長　重 藤 隆 文［中国電力㈱  代表取締役副社長執行役員］
　明けましておめでとうございます。
　会員の皆さまには、日頃から郷心会活動に格別のご理解とご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。
　昨年も新型コロナウイルス感染症の影響で大きく社会活動が制限される中、感染防止対策を講じた
屋外活動等は少しずつ開催されるようになりました。しかしながら、郷心会としては、連合会主催の
Web版郷心会フェアへの会員さま商品の出品・販売等を継続できたものの、通常の活動にはまだ程遠
い状況にあります。
　さて、本年の干支は「壬寅（みずのえとら）」です。その意は「陽気を孕み、春の胎動を助く」で、
つまり「厳しい冬を越えて、芽吹き始め、新しい成長の礎となるイメージ」だそうです。
　私どもも今年こそという気持ちで、実施し得る活動を再開するとともに、ホームページを活用した

イベント案内や商品案内を改善・実施して皆さまに有益な情報をお届けします。
　会員の皆さまにおかれましては、引き続き郷心会活動にご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　最後になりましたが、会員の皆さまの益々のご発展とご健勝を祈念申し上げます。

　10月９日（土）、戸山カンツリークラブにて、第30回目となるチャリティ・ゴルフコンペを開催いたしました。49名様にご
参加いただき、OUT ７組、IN ６組でコンペを進めました。
　今回のコンペには、15名の方が初参加いただき、各組ともに和やかな雰囲気でスタートしました。
　しかし、日中は30℃を超える厳しい残暑とアップダウンのフェアウェイ、うねりのグリーンで、皆さま、大汗をかきながら
のプレーとなりました。初参加の皆さまも負けじと終始熱心にプレーしていただきました。
　その熱心さが通じたのか？優勝は、初参加の丸三タクシー㈱　厚井　代輔様が受賞されました。おめでとうございました！
　コロナ禍での開催でしたのでプレー後の表彰式は行わず、今回も広島郷心会会員さまより購入させていただきました賞品を、
後日皆さまへお届けいたしました。
　また、当日のチャリティ募金は、社会福祉法人 広島市手をつなぐ育成会へ寄付させていただきました。皆さまありがとうご
ざいました。

◆ 第２回 役員会・講演会 令和４年１月21日（金）　グランドプリンスホテル広島
　　　講師：モーリー・ロバートソン 氏　「モーリー流 変わりゆく時代とその考え方」
◆ 第８回 NBL 広島ドラゴンフライズ観戦会 令和４年２月５日（土）　広島グリーンアリーナ
　　　宇都宮ブレックス戦
◆ 第23回 郷心会合同講演会 令和４年３月４日（金）　広島県民文化センターふくやま ホール
　　　講師：熊野　英生 氏　「2022年の日本経済の展望」
◆ 第31回 チャリティ・ゴルフコンペ 令和４年３月12日（土）　芸南カントリークラブ

応募締め切りました

応募締め切りました

―戸山カンツリークラブ―
〒731-3271

広島県広島市安佐南区沼田町大字阿戸字城山1568-1
TEL：（082）839-3266

http://www.toyama-cc.co.jp/index.html
コース紹介
挑戦し制覇したとき大きな喜びを覚える巧み
なコースレイアウト、そして、絶妙なアンジュ
レーションのあるグリーンにプレーヤーは翻
弄されます。

新 年 あいさつ新 年 あいさつ

第30回チャリティ・ゴルフコンペ開催 10月９日（土）
戸山カンツリークラブ

イベント紹介



　10月23日（土）、大竹市阿多田島の海上釣堀「大漁丸」にて、第３回目となる広島・廿日市・大竹３郷心会合同の釣り大会を
実施しました。広島郷心会では、子供２名を含む家族での参加を含めて17会員38名様に参加いただき、３郷心会では総勢53名の
方に参加いただけました。
　午前中は、主に真鯛が多く釣れました。特にえさを黄色に着色したササミを使用するなど、一工夫をされた方が数を伸ばされ
ていました。午後からは、カンパチ・ヒラアジが釣れ始め、生き餌を使用してカンパチを３匹釣りあげられた方もいらっしゃい
ました。家族・職場の仲間の方で参加していただき、楽しい１日を送っていただきました。
　閉会式では、真鯛15匹カンパチ２匹を釣った岸工業㈱　山田　巧二様が、見事優勝に輝きました。当日賞は８会員同点でしたが、
㈱ふじ総研　藤原　慎太郎君（小学生）がジャンケン大会に出てこられたので、大人の方が皆さん譲られて獲得されました。

　10月15日（金）第5回広島交響楽団を愉しむ夕べ（広響第415回定期演奏会）が開催され、広島郷心会より、30名の会員さま
が参加、芸術の秋に相応しい音楽をお聴きいただきました。
　演奏は、首席客演指揮者クリスティアン・アルミンクのタクトのもと、ブラームス／ラフマニノフ／ヒンデミットの変奏曲ば
かりを集めた拘りのプログラムで、聴衆を魅了していました。
　ピアニストには、江口玲氏が登壇されラフマニノフが長らくニューヨークの自宅で所有していたピアノを使って演奏され、表
現力豊かな演奏に堪能しました。
　なお、当日はマツダ株式会社プレミアム協賛の演奏会で、公演前と休憩中は写真のように企業PRをさせていただきました。

　11月27日（土）エディオンスタジアム広島にて、第18回サンフレッチェ広島観戦会を開催いたしました。
　試合開始前から時折雨が降る中ではありましたが、ホーム最後の試合であるFC東京戦を、12会員36名様に観戦いただきました。
　試合は、1対２と逆転負けとなりましたが、前半12分の塩谷選手の先取点と後半での惜しいシュートもあり盛り上がった場面
がありました。
　試合後のセレモニーでは沢田監督が今シーズンの振り返りを熱く語られたのが印象的でした。
　また、選手はスタンドを一周しサンフレッチェ・ファミリーへ手を振り声援に応えていました。来シーズンは、新監督ミヒャ
エル・スキッベ氏の元、更なる飛躍を信じて熱い応援をしていきましょう！
　今回、㈱エディオン様のご厚意により、12会員さまへ2022サンフレッチェ広島カレンダーをご提供いただきました。ありがと
うございました。

入場者数　11252人 スタンドを一周する選手たちとサンフレッチェ・ファミリー ㈱エディオン様よりご提供

第３回釣り大会開催（廿日市/大竹郷心会合同企画）

第５回 広島交響楽団を愉しむ夕べ開催（安芸/廿日市/大竹郷心会合同企画）

第18回 Jリーグ サンフレッチェ広島観戦会開催

10月23日（土）
大竹市阿多田島　海上釣り堀「大漁丸」

10月15日（金）
広島文化学園HBGホール

11月27日（金）
FC東京戦　エディオンスタジアム広島



　９月22日（水）㈱高陽自動車学校様（広島市安佐北区上深川町125）へ教習車10台が納車されました。
　今回ご購入いただいた車は、MAZDA2（旧デミオ）をベースに作られた教習車専用車です。
　運転しやすいコンパクトボディーとなっており、初めての運転となる教習生の皆さまには、Ｓ字コースやクランクコースで脱
輪の心配も軽減され、しっかり運転に集中していただけます。教習生の “ハラハラ” が “ワクワク” に変わる事で、落ち着いた教
習ができると期待されていました。
　㈱高陽自動車学校様は「心に残る教習」をモットーに、スタッフの方全員が教習生の皆さんとのコミニュケーションを大切に
されています。
　会話が生まれることにより、教習生の方へ寄り添う心が育まれ丁寧な対応ができ、温かく心地よい感覚になり「心に残る教習」
となると考えられています。
　アクセラをベースとした教習車に引き続いて、MAZDA2を納入いただいたことにより教習生の皆さんにマツダ車の魅力を感
じて頂きたいですね。

　マツダは、カーボンニュートラルの実現に向け、お客さまに様々な選択肢をご
提供することが大切であると考えています。そのために、従来のハイブリッドモ
デルやディーゼルエンジンモデル、EVモデルだけでなく、今後はプラグインハ
イブリッドモデルを投入し、パワートレインのラインアップを拡大するとともに、
次世代バイオディーゼル燃料に代表される再生可能燃料への取り組みを行ってい
ます。

使用済み食用油や微細藻類油脂というサステイナブルな原料から製造される次
世代バイオディーゼル燃料は、従来のバイオディーゼル燃料と比べて食料競合の
ような問題がありません。また、軽油代替燃料として、既存の車両・設備をその
まま活用できるため、燃料供給に関連する追加インフラを必要としないカーボン
ニュートラル実現への優れた液体燃料として期待されています。

　MX-30 SeDVでは、運転システム
に手動運転装置を搭載し、手動運転
とペダルによる運転操作の選択が簡
単に行え、足の不自由な方が運転し
たり、友人やご家族と運転を交代し
ながらドライブをお楽しみいただけ
ます。MX-30の全機種に取り付け
が可能です。
　MX-30 SeDVは、お客さまが自分
の意志で移動したり、行動したりす
ることをサポートする選択肢の一つ
としてご提案する、手動運転装置付

車です。MX-30のコンセプト「わたしらしく生きる」をもとに、お客さまの夢を応援し、より豊かな人生を過ごしていただくこと
を目指して開発しました。

運転システムは、手で直感的に加減速を行う「アクセルリング」と、「レバーブレーキ」を採用。加速時は、運転しやすく、素早く慣
れることができるよう、操作意図に応じた滑らかな挙動の実現を目指しました。 減速時は、力を発揮しやすい軌道にレバーを配置する
とともに、ブレーキサポートボードを支点に、肘から先での細かなブレーキ操作を実現。手での手動運転と、従来の足でのペダル運転
操作の選択が簡単に行えます。また、車いすをご利用の方の運転席への乗り移りをスムーズにする「移乗ボード」をご用意しました。
　マツダは、クルマ本来の魅力である「走る歓び」によって、美しい「地球」と心豊かな「人」・「社会」を実現し、人の心を元気
にすることにより、お客さまとの間に特別な絆を持ったブランドになることを目指してまいります。

―㈱高陽自動車学校―
〒739-1752

広島市安佐北区上深川町125
TEL：082-844-7311
FAX：082-844-7695

https://www.koyo-ds.co.jp/news/4207/

MAZDA SPIRIT RACING Bio concept DEMIO

MAZDA MX-30 Self-empowerment Driving Vehicle
（MAZDA MX-30）

アクセルリングとレバーブレーキ

マツダニュース

トピックス
㈱高陽自動車学校様　マツダ教習車導入

2021.11.13

2021.12.9 マツダニュースリリースより抜粋

マツダ、次世代バイオディーゼル燃料でモータースポーツに参戦

マツダ、「MAZDA MX-30 Self-empowerment Driving Vehicle」の予約受注を開始
―手動運転とペダルによる運転を選択できる、自由な移動をサポートする新たな選択肢―



会員の皆さまにより親しんでご利用いただくため、「広島郷心会ページ」をリニューアルいたしました。

以下のいずれかでアクセスできます。
①https://www.kyoshinkai.jp/list/hiroshima-kyoshinkai/
　をクリック
②専用QRコードをスマートフォンで読み取り
③検索サイトから「広島郷心会」で検索

主な掲載内容　　　郷心会現況
　　　　　　　　　会員情報、変更届
　　　　　　　　　会員企業・商品紹介
　　　　　　　　　イベントのご案内
　　　　　　　　　広報誌ひろば　　　　など

会員様情報の閲覧、会員情報変更届の手続き、などをすること
ができます。

≫基本情報のご案内

Webでお申込み 申込書＆メールでお申込み

☞行事・イベント等のご案内

◆会員企業・商品紹介◆イベント案内・報告◆郷心会からの
ご案内　を掲載しています。
※会員様の商品・サービス等を当ページでご案内いたします。
　ご希望の会員様は事務局までご連絡ください。

申込画面が表示されますので、
必要事項を入力し送信ボタンを
クリック。入力されたメールア
ドレス宛に自動返信メールが届
き、申込完了

ダウンロードした申込書に必要
事 項 を 記 入し 広 島 郷 心 会：
hiroshimakyo@mazda.co.jp
宛に送信

イベント等の申込がホームページからできるようになりました！

広島郷心会ページ画面
「基本情報のご案内」「行事・イベント等のご案内」をクリック
すると、各ページに移動します。

広島郷心会ページ  リニューアルのご案内

パスワード：****

パスワード：****


